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■自主企画
■協力
日本視聴覚教育協会

■監修
文部省教科調査官

小林一仁
加藤達成
大平浩哉

■指導
帝京大学教授

続木敏郎
静岡大学講師

冨田吉明
和洋女子大学講師・
成城学園中学校講師

加藤　達
■協力
文化功労者・芸術院
会員� 日比野五鳳
成城学園中学校

■資料提供
東京国立博物館
（財）徳川黎明会
ＭＯＡ美術館

スタッフ
■製作・撮影
村山和雄

■脚本・演出
田中　徹

■照明
本橋俊男

■音楽
長沢勝俊

■解説
白坂道子

 平仮名の表現
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文字を書くには「正しく整えて、美しく、早く書く」ことを目指す。
中学国語科「書写」のねらいは、楷書や行書と調和した仮名の書き
方を理解して書くことである。映画は、毛筆・硬筆による書写力の
育成を目指して、平仮名発生の歴史、その特徴や美しさ、基本的な
字体や筆遣い、漢字との調和など、中学生段階にあって学習すべき
ことがらを解説していく。映画『漢字の表現　篆書と隷書』の姉妹
編である。

日本語を自由に表現できる平仮名は、日本独特の表音文字であり、
その発生は平安中期頃といわれるが、その美しさもまた、書の芸術
として古くから愛好されている。平仮名は易しそうに見えても、な
かなか難しく、他人に読めないような悪い癖字を書いていることが
多い。したがって正しい書き方、筆遣いを身につけるための書写学
習が大切である。平仮名は漢字を崩した草書をもとにして、それを
さらに書き易く、速く書ける字体として発展した。その変化をみる
と、漢字の楷書や行書と書き方の違いがよくわかる。
　その昔、私たちの祖先は、中国から伝来した漢字や漢文を学んで
いたが、奈良時代の頃からこの漢字を使って日本語を綴ることを考
えだした。いわゆる、万葉仮名である。この万葉仮名に使われた漢
字が次第に楷書から行書、草書と変化し、平仮名のもとになった。
その特徴と美しさが、曲線とまるみにあるのは、成り立ちが草書の
持つ「続け書き」の筆の流れ、筆脈と気脈を大切にするからで、筆
を柔らかく入れ、終筆も軽く抜くところが特徴である。毛筆による
平仮名の書写は、筆順や筆脈の流れを学び、字形を整える能力を養
う。代表的な筆遣い、字形について、たて画、よこ画、結び、まる
み、点、折れに分けて書写し、懸腕法、提腕法、枕腕法などの姿勢
をみせる。最後に現代の平仮名の名筆を紹介する。


